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1･　第 １報，第 ２報 におい てバイ アステープ ののび お

よび実際 につけ る場 合のゆるみについ て検討 をこころみ

たが， 今回 はバイ アステープ のい せこみの限界につい て

実験 をおこ なった。

2･　実験材 料　木 綿，絹，キ ュプラ，アセテートなど

10種類。

実験項目

①　各種試料の坐屈を生じない限界

② 試長 の5% のいせこみの状態

③　試長の10% のいせこみ の状態

④　試長 の15% のいせこみ の状態

⑤ 試長 の20% のいせ こみ の状 態

⑥　試長 の25% のいせこみ の状態

以上③～ ⑥につ き,     （A ）試幅の 両側をい せこんだ場

合,     （B ）試 幅の片側 をい せこんだ場合 および幅につい

て検討し た。

3･　①の場合木 綿3  ～5  %, 絹s% ，キ ュプ ラアセテ

ート4  ～8  % 程度，（Ａ） の場合木綿5 ～10%, 絹15%,

キュプ ラアセテー ト20‰ （Ｂ） の場 合木綿10～15%, 絹

15%, キュプラ20%, アセテー ト25% 程度であった。


